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研究成果の概要（和文）：妊婦体験システムMommyTummyを提案する。MommyTummyは成長していく胎児の重さ、温かさ、
胎動などの成長過程を呈示し、妊産婦が受ける身体的負担と胎児が成長する喜びを擬似体験することができる。妊婦の
「辛さ・大変さ」「喜び」を擬似体験することによって「助け合いの大切さ」「生命の尊さ」「親への感謝」を感じさ
せることを目指す。

研究成果の概要（英文）： We propose a pregnancy experience system called "Mommy Tummy". Mommy Tummy simula
tes the physical burden of pregnancy including fetal movement and fetal weight. Through this experience th
e user can feel the joys and difficulties of pregnancy. In addition, the user can affect the virtual fetus
`s behavior with gentle or violent movements. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)我々は、誰しも母親の胎内で命を授かる。
精子と卵子が結びつき、生命のもとである受
精卵になる。妊娠期間は、日ごとに大きくな
るお腹と胎動を感じながら、生まれてくる子
供に思いを募らせる幸せな時間である。しか
し、その幸せな時間の一方で、妊産婦は悪阻
や陣痛など肉体的、また精神的な問題に悩ま
されることとなる。つわりには個人差がある
が、妊娠 4〜16 週あたりの期間に発生すると
されており、吐き気や嘔吐などを繰り返す症
状である。ひどい場合、脱水症状で点滴など
の治療が必要になることも多い。ニオイや音
にも敏感になり特に、食物のニオイ、たばこ
のニオイなどに過剰に反応することも知ら
れている。また、バランスの良い栄養を摂取
するだけでなく、塩分やカロリー制限などの
食事制限を行い体重をコントロールしなけ
ればならない。さらに、流産や、切迫早産、
妊婦高血圧症候群などの危険と隣り合わせ
である。常に心理的不安がつきまといストレ
スやホルモンバランスの影響で精神的に情
緒不安定に陥りやすい。これら妊産婦独自の
負担をすべて理解している人は少ないだろ
う。多くの人がそのような負担を理解できず
に「混雑する電車やバスの中で席をゆずらな
い」「妊婦の近くで煙草を吸う」などの行動
をとってしまう。 
 
(2)男性でも妊産婦の大変さ、喜びを体験する
ことができれば、妊産婦に対してやさしく、
また生まれてくる子供に対して愛情を持っ
て接することができるのではないだろうか。
これまでに妊娠を擬似体験するための製品
は存在する。これらは妊産婦の生活や行動な
どの身体的負担を体験し、妊産婦の気持ちを
理解するためや、介助法を学ぶことを目的と
している。しかし、妊娠周期を変化させるに
は砂鉄などの重り袋を適時入れ替える必要
であり、胎児が成長していく過程をリアルタ
イムに呈示することは困難である。また、胎
児の体温や胎動といった妊産婦特有の感覚
を感じることができないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
(1)妊婦体験システム MommyTummy を提案
する。MommyTummy は成長していく胎児
の重さ、温かさ、胎動などの成長過程を呈示
し、妊産婦が受ける身体的負担と胎児が成長
する喜びを擬似体験することができる。妊婦
の「辛さ・大変さ」「喜び」を擬似体験する
ことによって「助け合いの大切さ」「生命の
尊さ」「親への感謝」を感じさせることを目
指す。 
 
(2) 既存の妊婦体験ジャケットは、主に、両
親学級、父親学級や医療イベントなどで用い
られている。両親学級、父親学級は、各市町
村の保健所や病院などが開催するプレママ、
プレパパのための講習会である。母子手帳を

申請したときに参加に関する案内があり参
加は任意である。実施機関などによって行わ
れる内容は異なるが、親になる心構えや妊婦
体操、栄養指導、新生児の沐浴指導などが一
般的におこなわれている。妊婦体験ジャケッ
トの装着が学級に組み込まれている場合も
あるが、われわれが行ったアンケート調査で
は４割程度しか実施されていないのが現状
であった。また、多くの市町村主催の両親学
級は、プレパパ、プレママのため「だけ」の
講習会であり、一般人は参加できない。我々
がアンケートを取るために、実際に両親学級
への参加を申請したことがあるが、多くの場
合は参加を断られている。稀に、参加者全員
の許可を取った場合のみ、見学と参加が可能
になったほどである。つまり、月に数回、両
親学級が開催されているのにも関わらず一
般人は参加することも見学することも叶わ
ないのが現状である。Zajonc,R.B.は、何らか
の対象に対する興味や好みは、その対象が暴
露(exposure)された回数に比例して高くなる
という。つまり、妊産婦や妊産婦体験に対す
る暴露回数が多ければ多いほど興味や関心
を持ちやすくなる。社会では「妊産婦にやさ
しい環境づくり」をうたってはいるが、両親
学級の現状を鑑みると、妊産婦を体験・理解
する環境が備わっていないのが現状である。
我々は妊婦体験システム MommyTummy の
開発を通じてさまざまな場所で展示を行い
妊産婦に対する暴露増加を目指すことを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)MommyTummy は妊娠をテーマにしたシ
ステムである、体験者は妊娠過程を擬似体験
することができる。体験者はジャケットを装
着することで、胎児の胎動、鼓動、体温を感
じることができる。また腹部に振動を与える、
撫でることで胎児とのコミュニケーション
を図ることができる。胎児は成長し、それに
合わせジャケット腹部の重さや大きさが変
化する。一定の成長を遂げると胎児が腹部内
を蹴る胎動や心臓の鼓動を感じることがで
きる。MommyTummy のシステム構成図を
図 1 に示す。 

 

図 1:システム構成図 
 
Mommy Tummy ジャケットには水袋、静電
容量タッチセンサ、バイブレータ、加速度セ
ンサ、バルーン、胎動ベルトが設置されてい



る。臨月の胎児の体重は約 3000g、羊水が約 
1000g と言われており、本システムでは水槽
内のヒータで羊水の温度である 37-38℃に温
めた温水を水袋に約 4000g 送り込むことで
成長する胎児の重さと腹部の膨らみを作り
出している。ジャケット内部に設置されたバ
イブレータが胎児の拍動を呈示する。ジャケ
ット前面には静電容量タッチセンサが設置
され、ジャケット腹部を撫でたかを計測して
いる。 
 
(2)胎動ベルトにはバルーンが 45 個取り付け
られている(図 2)。エアコンプレッサから送
られてくる空気圧を電磁弁の開閉により制
御することで、バルーンが伸縮し体験者腹部
にパンチやキックといった胎動として呈示
する(図 3)。隣り合うバルーンを適切な時間
差で伸縮させると、バルーン間に腹部を通過
する仮現運動知覚が生じる。本システムで仮
現運動知覚を用いてウネウネといった屈曲
運動胎動を呈示している。 

 
図 2:胎動ベルト 

 

 

図 3:エアアクチュエータ 
 
４．研究成果 
(1)胎動ベルトの開発にあたり妊娠中の胎動
の種類による頻度と位置についてアンケー
ト調査を行った。現在妊娠中の妊産婦 69 名
に対して４種類の胎動(しゃっくり胎動、回転
胎動、蹴り胎動、ウネウネ胎動)について調査
を行った。妊娠月別胎動頻度を図 4 に示す。
妊娠月が増加するごとにそれぞれの胎動の
頻度が増加している。呼吸器官が形成される
30 週あたりからしゃっくり胎動が増加して
いるのが確認できた。また、10 か月目には胎
児は子宮に頭が固定されるために回転胎動
が減少している。 

 
図 4:妊娠月別胎動頻度 

 
次に妊娠月別の胎動による位置について調
査をおこなった。胎動位置を区別するために
腹部を 9 つの部位に分割を行い、①〜⑨まで
の番号を振りアンケートを行った(図 5)。図 6
は妊娠月別の胎動位置の頻度を示す。5 か月
目の蹴り胎動の位置は下腹部に集中してい
るが、10 か月目になると上腹部に集中してい
ることが分かった。先にも述べたが、10 か月
目になると胎児の頭は子宮に固定される。こ
のため蹴りの胎動は上腹部に集中すること
がアンケート調査によって明らかになった。
これらの調査結果をもとに胎動ベルトの胎
動呈示場所と頻度を決定した。 
 

 

図 5:腹部の分割番号 

 

 

図 6:妊娠月別の胎動位置頻度 

 

(2)開発した妊婦体験ジャケットの評価を行
った。我々は市町村で開催されている両親学
級や父親学級に対して積極的に開発したシ



ステムの評価実験を持ちかけた。しかし、す
でに従来の助産師会への両親学級の依頼が
決定しており我々のシステムを用いて評価
実験を行う余地はなかった。そこで我々は市
町村の両親学級ではなく、民間で運営されて
いるマタニティイベントなどに積極的に参
加を行った。最終年度までに 52 か所での展
示行い体験者数は 718 名(男性 497 名、女性
221 名)であった。体験風景を図 6に示す。 

 

図 6:体験風景 

 
(3)開発したシステムを自ら率先して体験を
希望する体験者の特徴として、妻が妊娠中の
夫が最も多かった。妻の気持ちを少しでも理
解したいという思いからだと推測される。ま
た、妻に「体験しなさい！」と連れてこられ
て渋々体験するという姿もあった。妊娠未経
験者の女性の体験者も多く見られた。彼女ら
は自分が、もし妊娠したらどのような体型に
なるのか、胎動はどんな感じなのか、という
点に興味を持っていた。本システムの体験を
志願しない層にも特徴がみられた。第一に、
出産経験のある女性である。出産経験者が本
システムを体験し、実際の妊娠と比較を行な
おうとする女性はほとんどいなかった。たと
え擬似妊婦体験だとしても「あの辛い思いは
二度としたくない」というのが本音のようで
あった。第二に、最も体験を志願しなかった
のが、20〜30 代の独身男性と年配の男性であ
った。これにはいくつかの要因がみられた。
第一に、積極的に体験を呼びかけるが「自分
には関係ない」「自分はもう（妻の出産が）
終わったから」という回答が多かった。第二
に、ジャケットがピンク色であるため、本シ
ステムに興味は持つが、女性専用のシステム
と勘違いしている、あるいは自分が人前でピ
ンクの可愛らしいエプロンを装着するのに
抵抗があるようでもあった。 
そこで体験者層の拡大を行うために、システ
ムに変更を加えず「体験システム」ではなく

「体験シリアスゲーム」と改名して男性に呼
び込みをおこなった。お腹の中の胎児を振動
から守るゲームであると説明を行ったとこ
ろ、自ら体験したいと志願した参加者は約２
倍増加する結果となった。「シリアスゲーム」
と位置づけることで体験者の恥ずかしさを
軽減させ、志願する敷居を下げる可能性があ
ることが示唆された。 
 
(4)本システムの胎動は、出産経験者のアン
ケートより作り出した擬似的な胎動であり、
実際の胎動をセンシングして記録と再生を
行っているものではない。また、胎児は約 20
分サイクルで睡眠と覚醒を繰り返している
が、本システムの成長パートの体験時間は 2
分であるため常に胎動を呈示し続けており、
実際の胎動呈示とは異なるシステムになっ
ている。展示では妻が本システムを体験して
いないのにも関わらず、夫の「こんなに動く
の？」「こんなに重たいの？」との問いかけ
に「うん！そうだよ！大変なのよ！」と質問
を肯定する姿を多く見ることができた。実際
のリアルな胎動を呈示していないのにも関
わらず、夫は妻の意見を聞くことでそれが現
実だと錯覚しているようであった。このこと
から、必ずしもリアルな胎動に近づける必要
はないのかもしれない。 
妊婦体験においてリアルを追及すると逆効
果になることもある。実際の妊産婦は、胎児、
羊水、胎盤、脂肪などを含めると約 7〜10kg
体重が増加する。その重さの妊婦体験ジャケ
ットを男性が体験すると「なんだ、この程度
なのか。たいしたことはない」「ちょっとお
腹が重たいだけ。女性は大げさだ」という意
見をよく聞く。中には装着した状態で腕立て
伏せをして余裕をアピールする体験者もい
た。男性と女性では骨格や筋肉のつくりが異
なる。このため男性にリアルな重さの呈示は
逆効果である。妊産婦の身体的負担を呈示す
る目的であれば、男性には、リアルな重さを
呈示するのではなく、例えば 20〜30kg の重
さを体験させたほうが効果的である。 
Virtual Reality の意味は「みかけや形は原
物そのものではないが、本質的あるいは効果
としては現実であり原物であること」と定義
されている。われわれは妊産婦の身体的負担、
そして命を宿す喜びを体験することにより、
妊産婦の大変さを理解し優しく接すること
ができる世の中を作ることを目的にしてい
る。この効果を目的とするならば手段や呈示
する方式は必ずしもリアルである必要はな
いのではないだろう。 
 
(5)我々は今後も、妊婦体験システムの展示
を行ない、妊産婦の大変さを理解し優しく接
することができる世の中を作る活動を続け
ていく予定である。 
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